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見
る
真
似
を
し

て
女
性

〈
小
指
）
を
差
わ
す
。
店
の
格
子
の
円
か
ら

外
を
頭
い
て
遊
名
を
待
つ
娼
帰
。

印
判
　
五
指
で
印
判
を
持
つ
態
で
、
口
も
と
に
持

っ
て
行
き
、
日
の
息
て
印
判
に
残
っ
て
い
る
印
内
を

温
め
る
真
似
を
し
て
、
左
手
の
掌
の
上
に
印
判
を
押

す
身
振
り
。ウ

飢
え
る
　
五
指
の
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に
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で
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え
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そ
の
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、
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